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松尾邦之助余聞（結）

1939年『現代日本詩人選集』について

－邦之助、オーベルラン最後の共作一

江口 修

1939年9月3日、 ドイツのポーランド侵入に対しついに英仏両国は対独宣戦布告に踏み切る

ことになる同年の春、 4月25日ポワチエで第三版が刷り上がった筆者の手もとにある小さな本、

これが第二次世界大戦前最後の日仏の知的共同作業であった。そのタイトルはAntlwlogiedes 

Poetes japonais contempo1匂ins、i出版社はメルキュール・ド・フランス、詩集出版で有名な書躍で

ある。復刻なった『巴里物語』 uにその時期の記述を探るとつぎ、の一節があった。

その大戦争が、ついにはじまった。フランス総動員の日、キャバレの女まで、真青に

なってわたしの家に来て、ウィスキのがぶ飲みをしていた。ノアの洪水のように、パリ

のブルジョワは、南へ南へと逃げ去った。

わたしは、通信員としてパリに残り、春まで続いた「おかしな戦争」と名づけられた

気味の悪い静けさのうちに、フランス軍部の人たちと、マジノ線に行ったり、落着きを

見せるためにわざわざ催したらしい仏政府側のいろいろな宣伝旅行に加わった。

この年、メルキュール・ド・フランス社から、わたしの仏文『日本詩人アントロジイ』

が出版されたが、この出版は、パリにおける、わたしの最後の日本文学置きみやげと

なった。 in

「わたしのj とあるがもちろんスタイニルベル＝オーベルランとの共訳である。翌年1940年の

春「妊娠二か月の女房」は藤田嗣治らと最後の日本郵船便船でマルセイユを発つことになる。 日本

の評判も奈落の底の状態で、よく出版にこぎ着けられたものだと思うが、オーベルランの思いと

資金力も与かつてのことだろう。そのあたりの機微を知るために、訳者の緒言を訳しておく。

緒言

今日まで、フランスの読者そしてヨーロッパの読者も、日本の古典詩の見本程度のも

のしか味わうことはできなかった。たしかにそれは洗練と繊細さに拠る彫琢を極めたも

のであり、魅力に富むものが多かった。日本の現代詩はどうかといえば、自由な文体に

より、詩人が伝統の制約に縛られることなく自己を表出し、日本でも徐々に流行すると

ころとなり、今日的表現でいうなら文学界の「ダイナミズム」を代表し、これに熱狂し

て若い流派や新しい雑誌が続々と生まれ、批評家からも高く評価されてもいる。この今

の生きた日本の詩がほとんどフランスそして西欧で知られていない。との欠落はわれら
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が遺憾に思うところであり、なんとしても埋めておくべきであると思われた。本書が出

版されることになったのはこういう思いがあったからである。

読者は、現下の日本でまさにもっとも著名な詩人のひとりである川路柳虹氏の「序文J

と本書の詩人紹介によって、現代日本詩人とその作品に関する必須な情報を得ることが

できるであろう。さらに、松尾邦之助が川路柳虹とA. スムラールivと協力して著した

『日本文学史』 vを読めば日本文学全体を見渡すことができるようになるだろう。した

がってこの緒言ではこのアントロジーの編者たち（下線筆者）が詩人およびその主要作品

について、といっても数多く、バラエティに富んでいて大変だが、どのように考えてい

るかを簡単に説明しておきたい。

われわれが提示する詩人たちについて、できるだけ分かりやすくまた参照に便利なよ

うに、時代順（下線原文イタリック）による配列を採用した。流派による分類だと必ず

混乱が起こり挙句は編者の恋意による決定に行きつくことになるからである。なぜなら

日本の著作家たちは好んで、さまざまな分野を試みるからである。今日の日本ではあらゆ

る領域で方法の探究がなされており、ある詩人は伝統的なジャンルを試みると同時に象

徴派的なジャンルにも手を染めるし、またある詩人は改宗者の決意をもってではあるが、

次から次へと新しいやり方を取り入れるといった具合である。その結果、われわれは本

書を二部構成にし、おのおのについてその内部では時代順にたど、っていくこととした。

重要性においては段違いに大きく、当然ながらわれわれがその編纂に非常な労力を傾注

したのが第一部であるが、ここではほとんどが「新体詩J（原文イタリック）（新形式の

詩）であり、すでに説明したとおりこれらの自由詩では音節数の伝統的縛りそしてとり

わけ文学的のみならず精神的な体制順応主義から解放された詩人は、己の才能と独創性

あるいは審美眼のみに導かれている。第二部は、 一部に比べると相当短くなってしまっ

たが、とこであらかじめ、ひょっとして日本では伝統的な詩が完全に見捨てられてし

まったのではないかと驚かれるかもしれない読者に対して答えておきたい、そう考える

のは間違いであると。否応なく伝統主義は衰えてきているが、だが伝統を信奉者たちは、

偉大な才能も輩出しているのである。年代、日付については西暦にしたがった。しかし、

こ乙で近代日本の重要な歴史区分について説明しておく。明治（1868-1912）、大正そ

して昭和（1912年から今日まで）という天皇の在位に対応したこの三時代は、純粋に文

学的な見地から不可欠であるというよりは、日本ではふつうに用いられており、解説文

や序文あるいは伝記的記述にはどうしても出てこざるをえないのである。そしてこの時

代区分によれば、歴史的そして政治的な観点からと同時に精神史的そして文学的観点か

らも、詩人相互の関連が容易に分かるという利点もある。

さて、付け加えて述べる必要はないと思われるが、分類がすべてではない。詩選集を

どのように構成するかにおいてもっとも注意を払うべき作業は「特徴的」（原文イタリッ

ク）でとりわけ出版に値する作品を選びだすことであろう。前もっての入念な精査と選

択という作業が必要であったし、それは困難と遼巡をつねに伴うものであった。川路柳

虹という単に偉大な詩人というだけではなく、日本で、もっとも深い眼力をそなえた文芸

批評家のひとりでもある彼の助言がなかったなら、おそらくわれわれは当初の目的には

達することはできなかったであろう。このわれわれの感謝の表明を彼が快く受け入れて

くれることを望む次第である。
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最後に、この仕事を初期からの協力者であったジャン・ペド口ンと終えることができ

なかったことを心から悔やむ。日本を深く理解した日本の友人である彼の早すぎる死に

よりかけがえのない協力が途絶えてしまったからである。 vii

末尾に K.M. et ST. 0.とイニシャルでサインが入っているこの緒言は、続く序文を書いた川

路柳虹と三人あるいはジャン・スムラールそして天折した友人ジャン・ベド口ンを加えた五人の

戦争へと突き進む「狂った世界」とりわけ詩的持情の一切を圧殺しつつあった軍国日本へのささ

やかながら揮身の一撃としてあったとも考えられる。もちろん彼らの選択の中にはその軍国日本

のファナティックな激情を体現している詩人もいることにはいる。筆者は戦後の日本詩壇の動き

は表面的な理解しかしていないが、藤田嗣治が日本を捨てたことに象徴されるように、戦後、戦

争協力者に対する完壁な無視と執助な排除が存在した乙とに注意を喚起しておきたい。それを明

らかにする意味で、「選択されたJ詩人たちを一覧に供し、若干の情報的補遣をほどこしておこう

と

第一部新体詩を作った詩人たち 明治、大正、昭和（1939年まで）

土井晩翠（SANSUITSUCHII) 

島崎藤村（TOSONSHIMAZAKI) 

岩野泡鳴（HOMEIIWANO) 

野口米次郎（YONENOGUGHI、目次では YOMENOGUHI) 

蒲原有明（YUMEIKAMBARA) 

薄田泣董（KYUKINSUSUKIDA) 

与謝野明子（MmeAKIKO YOSANO) 

高村光太郎（KOTAROTAKAMURA) 

北原白秋（HAKUSHUKITAHARA) 

石川啄木（TAKUBOKU ISHII<A WA) 

千家元麿（MOTOMAROSENKE) 

川路柳虹（RYUKOKAWAJI) 

萩原朔太郎（SAKUTARO HGIWARA) 

三木露風 （ROFUMIKI) 

室尾犀星（SAISEIMURO) 

三富朽葉 （KYUYOMITOMI)普通は「くちはJと読む

北川冬彦（FUYUHIKOKITAGAWA) 

柳津 健（TAKESHI Y ANAGISA WA)* 

佐藤惣之助（SONOSUKESA TO) 

富田 砕花（SAil{ATOMIDA）「とみたJと濁らないのが普通

日夏歌之介（KONOSUKEHINA TSU、目次ではHONOSUKEHINA TSU 

西候八十（YASOSAIJO) 

生田春月（SHUNGETSUIKUTA) 
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堀口大学（DAIGAKUHORIGUCHI) 

佐藤春夫（HARUOSA TO) 

百田宗治（SOJIMOMOTA、目次ではSOJIMOJITA) 

平戸廉吉（RENKICHIHIRATO) 

深尾須磨子（MmeSOUMAKO FOUI仏 0)

西脇順三郎 (JUNZABURONISHIW AKI) 

大木敦夫（ATSUO OHGUI) ** 
丸山 薫（KAORUMARUYAMA、目次ではKAORUMARUMAYA) 

二人を除くと当時であれば納得の「選択」である。第二部にも登場する与謝野晶子、北原白秋、

石川啄木はまさに万能の天才であるが、現在からみて宮沢賢治が選ばれていないのは川路柳虹の

モダニズムとは合わないためであろうか。さてアステリスクを施した二名については『詩選集』

の紹介記事では情報不足の感を免れないと思われるので補足しておこう。

＊柳津 健

旧会津藩士で女学校校長柳津良三の長男と して1880年福島県会津若松市に生まれる。会津

中学校（のち福島県立会津高等学校）からー高、東京帝国大学仏法科に学び、 1915年（大正4

年） 5月卒業。逓信省に入り同年10月文官高等試験に合格。横浜郵便局長心得在職中の1919

年（大正8年） 4月辞職。大阪朝日新聞社に入社し論説班に所属した。その後外務省に勤務し、

フランス、イタリア、メキシコなどに駐在。ポルトガル公使館一等書記官を最後に退官し日泰

文化会館館長を務める。その傍ら大学時代に島崎藤村、三木露風に師事して認められ詩人とし

ても中央詩壇で活躍し「果樹園」、 「柳津健詩集j などを発表した。外務省文化事業部の課長当

時、日本ペンクラブの創設にも尽力し（初代会長は自らが敬愛する島崎藤村）、当時軍国主義路

線で孤立しつつあった日本文化の伝播に努めた。退官後は評論家として活躍し、故郷会津地方

の校歌も多数手がけ、母校キはじめ詩を提供した校歌は24から26に上る。

戦後は出版事業に関わり「世界の日本社Jを設立。最後の軍令部総長豊田副武の回顧録など

を出版した。

いわゆる「官界詩人」の典型であるが、藤村と邦之助の付き合いなどが 「選択Jに影響して

いると思われる。

＊＊大木敦夫

詩人 ・翻訳者・作詞家。本名は軍一（ぐんいち）。 1932年までは篤夫（あつお）と名乗って

いた。 1895年広島市天満町（現在の西区天満町）出身。太平洋戦争（大東亜戦争）中の戦争詩

で有名だが、児童文学作品他、『国境の町』などの歌謡曲、『大地讃頒』をはじめとした合唱曲、

軍歌（戦時歌話）、社歌、校歌、自治体歌の作調も多い。終戦後の文壇やマスコミは大木を徹底し

て無視、疎外し、反論の機会すら与えずに詩壇から抹殺しようとした。同様の陰湿な迫害を受

けた人物として、小説家の中河与一、洋画家の藤田嗣治が挙げられる。大木自身も戦争中の活

動を『はりきり過ぎた』と指摘されたことに対し『顔から火が出るほど恥ずかしかった。』とし

ているが、これは自分の行為や詩そのものを否定するものではない。『（前略）堂々とわたしを
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やっつける人がなくて、すべて私を黙殺してゐるから、その向きに対しても、私は答へる術を

知らないのである。』と述べている。 1977年没。

彼について『詩選集』では「日本の前衛詩人でもっとも抜きんでたうちの一人」、「トルストイ

の影響を受ける。が、個人主義の魅力と社会主義の要請との間で揺れ動く」 viiiと戦前のいわば典型

的な「インテリゲンチャー」として紹介。だが戦争に向かう中、上で述べたとおりの行動をとっ

た。

第二部短歌と俳句

I .現代歌人

正岡子規（SHIKIrvIASAOKA) 

佐佐木信綱（NOBUTSUNASASAKI) 

与謝野鉄幹（TEKKANYOSANO) 

島木赤彦（AKAHIKOSHIMAKI) 

金子薫園（KUN-ENKANEKO) 

与謝野品子（MmeAKIKO YOSANO) 

斎藤茂吉（MOKICHISAITO) 

前田夕暮（YUGUREMAEDA) 

北原白秋（日AKUSHUKIT AHARA) 

若山牧水（BOKUSUIWAKAYAMA) 

石川 啄木（TAKUBOKU ISHII心＼WA)

II.現代俳人

内藤鳴雪（MEISESTSUNAITO) 

村上鬼城（KUOMURAKAMI) 

河東碧梧桐（HEKIGODOKAWAHIGASHI) 

正岡子規（SHIKIMASAOKA) 

高浜虚子（KYOSHITAKAHAMA) 

荻原井泉水（ISENSUIOGIW ARA）、普通は「せいせんすいJ

高田蝶衣（CHOITAKADA) 

臼田亜浪（AROUSUDA) * 

＊臼田亜浪については、松尾邦之助の自選の「アント口ジーJixの選をそのまま採用している。彼

が自称とはいえ「真正皇道派」を自認していたことはある意味でこの『詩選集』の編纂時期の

困難さを物語るものか。詩人の紹介をそのまま訳しておく。

1889年小諸生まれ。若くして上京、赤貧洗うがごとしの生活を送るが、法政大学を卒

業。その後10年間、様々な新聞に参画。その後、新精神を吸収し俳諮の出版を開始。
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その代表的な作品は『矩火』、『禁明』、『俳句を求むる心』、『百蕉を中心として』そし

て『自然の詩的概念』である。 x

松尾邦之助をめくやっての論考、考証については、まだまだやるべきことが残ってはいるがXI、

本稿をもって終わりとしたい。今日どうやらフランスはわれわれがJ思っている以上に遠い存在に

なりつつあるようだ。たしかにヨーロッパの理解は多大な努力を必要とするが、前のめりのグ

ローパリズムから一歩退いて考えるためにも、もう一度のアクセスを試みる必要があるだろう。

いわばほとんどその全生涯をかけてフランスと日本の相互理解に努めた邦之助はもう一度どころ

か常に思い出すべき存在である。

i KUNI MATSUO & STEINILBER-OBERLIN, Autlwlogie des Poetes jnponnis conte111pornins, 3eme edition, 

1939, Paris, :tvlercure de France. 4月段階ですでに第3版ということは相当な売れ行きであったことが推測

される。ちなみに価格は16fr.50である。

ii松尾邦之助『巴里物語［2010復刻版］』、社会評論社、 2010.

盛岡上、 p.298. 

iv A. Smoular ・ Alfred Smoular ( 1911 -1994）のとと。パリ大学卒業後、 トロカデ口の人類学博物館に勤務、

ここで松尾邦之助と知り合い1934年来日している。雑誌「フランスージャポンJを共同で創刊。第二次世界大

戦勃発とともにフランスに帰国、サルトルの周辺でレジスタンスと協力して反独活動に従事。

ナチに逮捕されアウシュビッツに送られるが生き延びる。戦後再びAF Pおよび雑誌ParisMatchの極東特派

員として来日。日本人女性と結婚。

v Kuni MATSUO, Histoi1’E de In litterature jnponnise des temps nrchni'ques a 1935, Paris, E. Malt色re,1935目

vi 不詳だが、 Ecliellesde Soie. Poemes inedits de Jean Ndron, Paris, A la Belle Edition, 1924という詩集があり、

ひょっとして作者か。

I'll 前掲書、 pp.5-6.

世間上、 p.237.

U 江口「狂い始めた世界一パリの松尾邦之助（終章）J、小樽商科大学人文研究、第122輯、 2011、p.81.. 

x 前掲書、 p,297. 

x i例えば、『詩選集』全作品の原題確定は是非達成すべきで、筆者も試みてはいるが予想外に困難な作業である。

完了した暁には資料集としてなんらかの形で発表するつもりである。

補追：本稿脱稿後、邦之助の娘婿にあたられる片山厚北海道大学名誉教授より、邦之助から正路

宛に送られた、昭和 3年11月5日付の葉書をお送り戴いた。仏語によるこの短信については次回

予定の「資料集Jに採録させて頂きたい。ここに記して感謝申し上げる次第である。
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